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菊花香る本日、めでたく富山医科薬科大学開学20周年記念式典を挙行する運びとなりまし
た ことは、本学の創設に御尽力いただいた文部省はじめ中央諸官庁、県内外の関係機関およ
び諸国体、諸大学の御支援、ならびに創設期に多大の御苦労を担われ、本学の基礎を作られ
た教職員先輩諸兄姉の御協力によるものと、教職員、学生一同、衷心より感謝の意を捧げる
次第であります。
御承知の様に、本学は新設医科大学中、唯一の医科薬科大学として設立され、医・薬の統
合、東西医学の融合を建学の理念として、教育・研究・診療に従事して参りました。 この間
薬学部、和漢薬研究所は設立以来それぞれ通算100年および30年の歴史を刻んで来ました。
また本学開学以来、医学部は約1，350名、薬学部は約1，500名の学生が卒業し、大学院では
491名に修士(薬学)、356名に博士(医学)、162名に博士(薬学) の学位を授与し、そのう
ち留学生については、学部および大学院の学位取得者は86名の多数に及んで居ります。 これ
らの卒業生、学位取得者はすでに中堅的な研究者、医師、薬剤師等として、学内外各界にお
いて、また留学生は帰国後母国において活躍して居ります。
この20年間において施設、設備および組織も充実し、医学部、和漢薬研究所における講座
増、薬学部での大講座制への改組、また附属病院においては、中央診療施設の増設が相次い
でなされて来ました。 ちなみに本年度の新規組織として、遺伝子実験施設、医療情報部が発
足し、ハード、 ソフト両面での機能が飛躍的に充実されつつあります。
また国際交流の点では、藩陽蔚科大学、中日友好医院、中国中医研究所と協定関係を締結
するとともに、国際協力事業団のプロジェクトによる、 ブラジル、サンパウロ州立カンビー
ナス大学の 「消化器病センター」の技術援助に積極的に関与して来ました。 一方近年、全国
学会、国際シンポジウムも毎年の様に主催する様になり、昨年7月には特定機能病院の認可
を受け、またリカレント教育、公開講座等を通じて地域社会の要望に応えるべく努力して参
りました。
さらに平成5年度には、新設医科大学として初めて看護学科が新設され、平成 9 年度の看
護学研究科、修士課程の設置に向けて、医学部全教官の協力のもとに鋭意努力を重ねている
次第であります。 将来、修士課程修了者は、専門看護職の資格を取得後には、医師の有力な
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ノfートナーとして医療現場に参入し、高度医療の一端を担う ことが期待されます。
20年間の本学の発展の歴史と現況の概要を述べて参りましたが、医・薬を基盤として発足
した本学に、先程述べました看護学科が加わり、また薬学部では医療薬学が重視され、6カ
月の臨床実習を含む薬学6年教育が現在検討されていると ころであります。 すなわち、本学
は医・薬・看の医療の三本柱を基盤とする教育・研究・医療機関の中核的存在として、新し
い使命と展望を担う ことになります。
近年大学の果たすべき役割と、超高齢化社会を迎える医療は大きく変貌しつつあります。
御案内のように、平成 3 年7月の大学設置基準の改正に伴い、その大綱化、制度の弾力化が
図られ、本学においても自己点検・評価を継続的に行い、一方聞かれた大学として、活発な
国際交流、地域社会への貢献に一層の尽力が必要な事を痛感しております。
戦後50年の節目を迎え、我が国は政治・経済の変革を迫られ、 また国際的な役割も大きく
変化しつつあります。 この様な状況に対応して21世紀へ向けて日本が「科学・技術立国」と
して蘇生するために、大学の果たすべき役割は益々重視されております。 開学20周年を契機
に、「知性のメッカ」としての大学の基盤を再認識しつつ、「世界人」として活躍し得る医療
人を育成し、生命科学の基礎的研究の発展に寄与する ことを本学の今後の使命と考え、皆様
方のご期待に沿うべく、教職員、学生一同一層の努力を重ねる所存であります。 今後とも皆
様方の御指導と御鞭捷をお願い申し上げて式辞と致します。
平成7 年10月13日
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祝 辞
文部大臣 島 村 宜 伸
富山医科薬科大学開学20周年記念式典が挙行されるに当たり、一言お祝いの言葉を申し上
げます。
本学は、西洋の近代医学と、和漢薬を中心とした東洋の伝統医学とを融合し、医学と薬学
の一体的な教育、研究および診療を推進するという構想のもとに昭和50年に設置され、以
来、平成5年4月には医学部に看護学科を設置するなど、大学の整備充実に努められ、本年
めでたく20周年を迎えられました。
この問、多くの有為な人材を輩出し、わが国の医学・医療の進展に大きく寄与するととも
に、地域医療の充実にも貢献して こられました。
これまで、本学の発展に尽力された歴代の学長、副学長並びに教職員各位のたゆみない御
努力に敬意を表しますとともに、地元富山県を初めとする関係各位の御支援に対し、厚く御
礼を申し上げます。
今日、学術研究の急速な進歩、高齢化社会の進展、疾病構造の変化、医療に対する国民の
要望の変化などに伴い、 以前にも増して人間性豊かな医療人を養成するための教育の改善、
充実を図る ことが課題となっております。
本学では、去る10月11日・12日の両日にわたり、第4回国際伝統医薬シンポジウムおよび
第 5回日中和漢薬シンポジウムを開催するなど、医薬総合の特色ある大学として、世界を展
望した国際性豊かな教育研究に多大の成果を挙げておられると承知しております。
学長はじめ教職員各位におかれましては、本日の開学20周年記念式典を新たな出発点とし
て、本学に寄せられる各界からの大きな期待に応えるため、更に研績を積まれ、本学が教育
研究の最高学府として、今後ますます発展されます ことを祈念いたしまして、お祝いの言葉
といたします。
平成7年10月13日
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祝 辞
富山大学長 小 黒 千 足
富山医科薬科大学が創立20周年をお迎えになる ことを心からお慶び、申し上げます。 顧みま
すと、国の医学の振興、医事担当者の養成を主たる目的とする、新構想医科大学設置の一環
として、昭和50年に富山医科薬科大学が設置されました。 その際、医学部と薬学部の 2学部
構成を採られましたが、 これは、 当時次々と設立されていた、他の医科大学とは異なる体制
でございました。 もちろん、 この方式が、医学と薬学が分離して いる機構に勝る ことは言う
までもございせん。
その後、研究面でも人材養成の面でも、大きな実績を上げて こられました。 大学設立後20
年、初代の卒業生を送り出されて から十数年で、他大学の教授を勤める卒業生の方がおられ
るとお聞きいたしました。 これは一つの事例でございますが、富山医科薬科大学が大変立派
な人材を世に送り出して いる ことを如実に物語るものと存じます。
爾来、機構や施設の面でも大きく発展されました。 講座の増設はもとより、大学院の設
置、各種センター・施設の新設など、その充実は目をみはるものがございます。 さらに、和
漢薬研究所の設立も特筆に値するものでございました。
また、近年、医学部に看護学科を設置されました。 この学科設立も、時代のニーズに応
え、さらに狭き門を通って 行われたもので、高く評価されるものと存じます。
以上申し上げた事柄は、御発展の一部でございますが、その過程で、佐々木現学長を初
め、歴代の学長、部局長、ならびに教官、事務官が払われた御努力は、想像を絶するものが
あったと拝察し、深く敬意を表するものでございます。
さて、近年大学を取り巻く社会環境が変わり、大学もまた、様々な対応を迫られて おりま
す。 その中で挙げられる重要なキーワードの一つに、多様化がございます。 個々の大学が個
性をもち、特色を打ち出す ことが要求され、また、それが望ましい ことは言をまちません。
そ こに思い至るとき、富山医科薬科大学は、まさに時代を先取りして きたと申せましょ
う。 すなわち、先にも触れましたが、医学部と薬学部の併設、和漢薬研究所や和漢診療部な
ど、他に例を見なかった、そして、現在でも全国的に稀な特色をもっ大学のーっと存じま
す。
大学の創設後20年を経て、と申し上げるより、むしろ20年にして この実績を上げられた こ
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とに、心から敬意を表するとともに、将来に向かつて、さらに大きく発展される ことを祈念
して、お祝いの言葉といたします。
平成7 年10月13日
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祝 辞
富山県知事 中 沖 丘包主主
秋も深まり、立山連峰の初雪が美しく輝く季節となりましたが、本日、多くのご来賓の皆
様方を迎えられ、富山医科薬科大学関学20周年記念式典が このように盛大に挙行されます こ
とは、誠に喜ばしい限りであり心からお祝いを申し上げます。
ご案内のとおり、富山医科薬科大学は長年にわたり医学教育機関の設置を望む県民の強い
要望が実り、昭和50年10月に医学と薬学が一体化された大学として開学されたと ころであり
ます。 この問、医学部、薬学部合わせて 2，8 00名を超える卒業生が、医師あるいは薬剤師と
してそれぞれの分野で活躍しておられます。
また、看護職員の重要性が著しく増大している中で、平成5年4 月には健康・福祉社会で
活躍できる人材の養成・確保を図るため、医学部に看護学科が設置されたと ころであり、本
県の保健医療の向上に大いに資するものと期待して いると ころであります。
これもひとえに歴代の学長さんをはじめとする教職員の皆様方、そして 多くの関係の皆様
方の並々ならぬご尽力の賜であり、 こ こに深く敬意を表しますとともに心から感謝申し上げ
る次第であります。
ご承知のとおり、近年の急激な人口の高齢化、慢性疾患の増加などによる疾病構造の変
化、より豊かな生活を求める県民ニーズの多様化など、保健医療に対するニーズはますます
増大しかっ高度化・多様化しております。
こうした中、富山医科薬科大学は西洋近代医学と和漢薬を中心とした東洋医学とを融合さ
せ、医・薬一体化を目指した特色ある大学として本県の地域保健医療の向上に大いに貢献さ
れております。
富山県といたしまして は、21世紀に向け「日本一の健康県」を目指して 、112万県民の誰
もが心身ともに健康で不安のない明るい生活を送る ことができる健康・福祉社会の実現に最
善の努力をしてまいる所存であります。
富山医科薬科大学におかれまして も、開学20周年を機に今後ともその建学の理念を堅持さ
れ、医学、薬学の一層の発展と地域医療の向上にご尽力いただきますようお願い申し上げま
す。
終わりに、富山医科薬科大学の限りない発展を心から祈念いたしますとともに、本日、ご
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臨席の皆様方のますますのご健勝、ご活躍そして一層のご多幸をお祈り申し上げましてお祝
いの言葉といたします。
平成7 年10月13日
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祝 辞
富山県医師会長 出 口 夫国
この杉谷の丘にも秋の気配が色濃く感じられる今日、富山医科薬科大学が開学20周年の記
念すべき日をお迎えになり心からお慶び、申し上げますとともに富山県医師会を代表して一言
ご挨拶を申し上げます。
21世紀を間近にした今日、人口の高齢化、疾病構造の変化、医学・医術の高度化にともな
い国民の医療に対するニーズの高まりや多様化など医療を取り巻く環境は著しく変化してお
り これに対応した取り組みが強く求められております。
なかでも最近におけるわが国の高齢化は、他に類を見ない速さで進んでおり、 これに伴い
医療需要の増大と多様化、更には質の高度化など、地域住民の医療に対する要望は今後ます
ます増大するものと考えられます。
こうした中で、貴学におかれては、昭和50年の開学以来医学薬学の研究教育機関として着
実に内部諸機関の充実に努力されてきました。
特に、開学と同時に和漢薬診療部を設置するなど、東西医学融合・発展というユニークか
っ特色ある理念のもと質の高い教育・研究が行われ、本県の保健医療の中核として、また先
端的医療の場として大きく寄与されていると ころであります。 更に、近年医療を支える優秀
な看護職員の養成・確保が極めて重要な課題となってきていると ころ、一昨年4 月には、医
学部看護学科を設置されるなど今日大きく発展を遂げておられます ことは、ひとえに歴代の
学長さんをはじめ関係の皆様方の格段のご努力の賜物と深く敬意を表する次第であります。
現在、医療は大きな転換期にきております。 医療全体が患者を中心に移行し、医療機関の
機能分化が明確化され、病院・診療所の連携が強く求められていると ころであり、介護の問
題などとりわけ患者の心身の状況に応じた良質かつ適切な医療を効率的に提供する体制の確
保が重要な課題となっております。
この記念すべき開学20周年を契機に、貴学が質の高い教育・研究を行われ、本県の保健医
療の中核としてより高度な特殊医療、先端技術を必要とする医療など県民の期待に応えるた
め鋭意拡充整備を図られ、更には医療システム化の促進とともに研修登録医の受付入れをは
じめ地域における病院・診療所との密接な連携を積極的に推進され教育機関としての使命を
踏まえ、その先端的医療の場としてますます充実発展され、地域医療の拠点として一層のご
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尽力をいただきますよう心からお願い申し上げます。
終わりになりましたが、 富山医科薬科大学のご発展と学長先生を始め本日ご臨席の皆様方
のますますのご健勝ご活躍を祈念いたしましてお祝いの ことばといたします。
平成7 年10月13日
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祝 辞
富山県薬剤師会長 石 坂 久 夫
本日、 こ こに富山医科薬科大学が開学20周年を迎えられた ことに、心よりお慶び、申し上げ
ます。
また、 この記念すべき式典にお招きいただきまして、 同窓の一人として誠に光栄に存じま
す。
富山医科薬科大学は、 新設医科大学のうち唯一の医科薬科大学として設置され、 医学部、
薬学部、 和漢薬研究所、 附属病院があり、 さらに平成5年には、医学部に看護学科が設置さ
れました。 また、 独自の理念として教育・研究の両面にわたり医学と薬学の一体的な協力体
制の推進を唱え、さらに西洋医学と東洋医学の融合を図り、 これを研究・教育・医療に生か
そうと建学の精神を掲げられ、 着々とその成果を挙げて、 各方面から高い評価を受けておら
れる ことに深く敬意を表するとともに、 ご同慶に堪えないと ころであります。 思えば、 貴学
薬学部の前身でもある富山県立薬学専門学校は、 明治43年に全国で初めて独立した公立の薬
剤師教育の最高学府として創設され、平成4 年に創立100年を迎えられました。 大正11年 4
月に至って日本で初めて唯一の官立の富山薬学専門学校が発足しました。 その当時、 大学は
東京帝国大学医学部に薬学科があるのみでした。 学校敷地86，000m'、薬草園35，000m'の施設
で、 東洋一を誇る広大な薬学専門の殿堂が誕生し、 教授・学生共に全国から集い「薬都富
山」の名を上げました。 その後、 富山大学薬学部、 さらに新進気鋭の医学部とのユニークな
組み合わせの貴学薬学部と、本年に至るまで82固にわたって7千有余名の薬剤師を世に送っ
ておられます。
近年、大学の果たすべき役割と超高齢化社会を迎える医療は大きく変貌しつつあります。
それに対応する医療人の育成と厚生省が積極的に推進する医薬分業に対応できる医療人とし
ての医療薬学に対応するため薬剤師教育は6年制になる ことがほぼ決定しております。 貴大
学の20年の聞に、 医と薬の融合に相応しい卒業生は、 医師、 薬剤師、 研究者として圏内のみ
に留まらず幅広くグローパルに活躍しておられます。 また、 病院は、薬の安全性ならびに有
効な治療効果の確保に努められて病院機能の向上に多大の貢献をされ、公立病院として初め
て和漢診療を行う等、日本の医療の最先端の病院となっております。
今日、医療をめぐる情勢は、在宅介護も含めて、高齢者介護システムの確立、医薬品の適
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正使用を含めて社会保障体制の再構築が論議されております。 この社会構造の変化は、私達
薬剤師の業務内容にも影響を及ぽし、新しい社会への対応のために国民的要請として、
ファーマシューテイカルケアに基づき、薬剤師の病棟業務への進 出、薬の分野でのイン
ブオームドコンセントを基本とされる医師の良きパートナーとしての服薬指導など、クリニ
カルファーマシーの重要性が貴大学から全国に先鞭をつけられました。 また、院外処方筆を
発行され、かかりつけ薬局での薬歴管理と処方筆調剤技術の充実が求められていると ころで
あります。
このため、富山県薬剤師会は今後とも貴大学の高度な医療グループとの意思の疎通を図っ
て、ともに協力し合って研績に努め、患者の社会復帰を促し、健やかで安らぎのある生活を
送る社会を創造する一翼を担って行きたいと思っております。
最後に本日の式典が、 富山医科薬科大学の歴史に輝ける日となりますようにお祈りいたし
ますとともに、貴大学のますますのご発展を心から祈念申し上げましてお祝いの言葉とさせ
ていただきます。
これを機にさらに一層のご活躍をお祈り申し上げます。
平成 7 年10月13日
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開学二十周年記念式典
記 念 講 演
細胞内情報伝達の仕組み
その伝承と展望一
神戸大学長 西塚 泰美
1 はじめに
本日、貴学が開学20周年を迎えられたことを
お祝い申し上げます。 お祝いの会でもございま
すので、なるべく難しい話を省き談論風発にな
るでしょうが、気楽にお話しさせていただきま
す。
演題で その伝承と展望ーといたしましたの
は、私も歳をとりましたせいか、しだいに歴史
に興味をもつようになり、それから学問には、
一つのステップがあって次のステップがあると
いうことをしみじみ思うようになりました。 そ
こで、今日のような演題をつけさせていただき
ました。 今日は、少し歴史的な背景を踏まえて
お話しさせていただきます。
近頃、細胞内情報伝達あるいはシグPナルトラ
ンスダクションは流行語になってまいりまし
た。
人の体は50兆(100兆という人もある) とい
う膨大な数の細胞で出来ています。 種類は500
種類位に上ります。 これらの細胞が実に見事な
連携プレーを行いながら人体を機能させていま
すが、この連携プレーがうまく働かないときに
記憶障害が起きたり、また、一つの細胞が仲間
から外れて暴れ回ったりするとガンが発生した
りします。 これら連携プレーには、 ホルモンと
か神経伝達物質などがいわば潤滑油として働い
ていることが、昔から知られていました。 これ
がどのような仕組みになっているかは、古くか
ら医学者、生理学者の興味の対象でしたが、こ
の解明に対しては、半世紀以上にわたり、欧・
米に大きい二つの流れがありました。
2 アメリカにおける研究の流れ
(1) コリー夫妻
一つの流れは、アメリカの研究です。 これは
今から60年ほど前にセントルイスで始まりまし
た。 ホルモンというのは、ある特定の細胞から
分泌される化学物質です。 これは、血流を通し
て標的の細胞に到達し、その細胞の機能を支配
する作用を持っております。 神経伝達物質は、
神経細胞から出る化学物質です。 脳の細胞は体
内に非常に長い突起を出しており、この先端か
ら瞬間的にこの化学物質を出して筋肉などの機
能をコントロールしております。
ところで、チェコスロパキア生まれのカール・
コリーとその奥さんのガーティー ・ コリーの二
人はオーストリアの大学を卒業し、勉強中でし
たが、たまたまそのとき第一次大戦が勃発、ユ
ダヤ人への迫害を逃れてアメリカに渡りまし
た。 当初ノfツブアローの大学におられたが、10
年ほど経った1931年、セントルイスに新しい大
学が出来ることになり、そこで医学部の創設に
携わったのです。 二人の興味は血液中のブドウ
糖のレベルの調節の仕組みでした。 例えば、寒
いところへ突然出ると、エネルギーが沢山必要
になる。 そのようなとき、副腎からアドレナリ
ンが分泌され、それが肝臓に働きかけ、そこに
貯蔵されている燃料に相当するグリコーゲンを
分解し、その構成成分であるブドウ糖を速やか
に血液中に送り出して、全身のエネルギー源と
して供給します。 この仕組み、こうしたブドウ
糖の供給、つまりアドレナリンがどのようにし
てその作用を発揮するのかは、医学上大変重要
であるので、コリー夫妻はこの研究をしていま
した。 ついでながら、アドレナリンと逆の働き
をするのが、インシュリンです。 このインシュ
リンがうまく働かないと、糖尿病になります。
このときコリー夫妻は、欧州からシェーブアー
という先生を呼び、 3人共同で大学創設の仕事
の傍ら、こうした研究を始めました。 それが今
から60年ほど前になります。
今では、この仕組みは解明されております
が、コロンプスの卵のようなものです。 グリ
コーゲンは肝臓中に貯えられていますが、アド
レナリンがそこへやって来ると、グリコーゲン
が分解します。 この分解は触媒であるところの
ある酵素の働きによってなされます。 コリー夫
妻は、この酵素を組織から初めて分離しまし
た。 しかしアドレナリンが来ないのにグリコー
ゲンが分解するようなことがあると困る。 グリ
コーゲンは、必要なときにだけ分解されるよう
でなければなりません。 今から考えると当たり
前のことですが、生物学の面白みは、当たり前
のことがなかなか判らないところにあります。
この酵素は、普通は不活性型に存在していて、
アドレナリンが来ると一挙に活性型に転換する
のです。 瞬間的な働きですから、アドレナリン
が来てからこの酵素を作っていたのでは間に合
わないわけです。 ですからこの酵素は不活性型
でもともと存在していたのです。 アドレナリン
が来ると、たちまち活性型に変化する。 アドレ
ナリンが来なくなると、また不活性型に逆戻り
する。 要するに、非常に簡単に不活性型と活性
型の二つの聞を行ったり来たりする。 これが現
在の明らかになっている仕組みですが、当時は
これが判らなかったのです。
(2) クレーブスとフィッシャー
1943年にコリー夫妻は、この活性型の酵素を
発見され、その発見によって1947年のノーベル
医学賞を受けられました。 当時この酵素には、
どうも活性型と不活性型の二つがあるのではな
いかという見当はついていたのです。 昨年ノー
ベル賞を受けられたクレーブス、 フィッシャー
の両先生は、この活性型と不活性型との相互転
換の機構を発見されたことで受賞されたのです
が、それは何と40年前の研究です。 その当時の
問題としては、肝臓にアドレナリンがやって来
る。 アドレナリンは肝臓の細胞の中には入らな
い。 しかし細胞の中では酵素が活性型に変化す
る。 それはどういう仕組みかという疑問が浮か
びます。 またその当時は、活性型と非活性型の
本体は判っていなかった。 同じ現象を見ていて
も、研究者によって視点が違ってくるのは当然
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です。
師匠はこの活性型の酵素の発見でノーベル医
学賞を受けられた。 その弟子にあたるクレーブ
ス先生は、今年75歳ですが、後者の疑問、すな
わち活性型と不活性型の仕組みがどうなってい
るのかという点に疑問を持たれた。 間もなく、
先生は、セントルイスからシアトルのワシント
ン大学に移り、この研究を続げられたのです。
しかし判らない。 そこで先生はジュネープ大学
のブイツシャー先生を招き、以来二人はこの活
性型、不活性型の仕組みをず、っと追い続けられ
た。 そして当初から10余年後の1955年に、たっ
た一つの燐酸基が結合したり離れたりするだけ
で、酵素が活性型になったり、不活性型になる
ことを発見された。 考えてみると非常に簡単な
ことですが、要するに40年前にその仕組みが、
二人の先生によって発見されました。
最近は学問の進歩は速いといわれますが、実
はそうではなくて、大体どんな領域でも、意味
のある発見は10年に一度位と思います。 最初の
意味のある発見(研究) というのは、たいてい
奇想天外で、評価されない。 その意味が理解さ
れてくると流行になる。 流行が悪いとは言いま
せんが、問題はその流行の中から次の展開の
きっかけを作る研究者が必要だということで
す。
(3)サザーランド
一方で、同じコリー門下のサザーラ ンド博士
は、別の疑問を持ったのです。 前にも述べまし
たように、アドレナリンは肝臓の細胞の中に入
らない。 では一体、どういう仕組みで酵素活性
の変化が起こるのかという疑問です。 同じ門下
で同じテーマで研究をしている人たちが、違っ
た興味を持っていたのです。 その後サザーラ ン
ドは、ウエスターン ・ リザーブ大学に移って、
その疑問を持ち続け、10年ほどしてある現象を
突き止めたのです。 アドレナリンは肝臓の細胞
の中には入らない。 しかし、アドレナリンが作
用することによって、肝臓の中で非常に簡単な
別の物質が生まれる。 この物質がアドレナリン
に取って代わって、肝臓の細胞の中で先ほどの
酵素に燐酸をくっつけたり離したりする、とい
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う奇想天外なことを言い出したのです。 奇想天
外なことが単なる空想ですとそれは科学にはな
らないが、 たった一つの証拠でもよい、 ある証
拠をもって大胆に仮説を出すのなら これが
日本人の大変弱いところですが一一よいわけで
す。 とにかし この説は奇想天外だから、 最初
は誰も注目しなかったようです。 しかし事実を
見ている者の説は、 必ず誰かが追試して、 その
説を広めてくれる。 それが科学の良いところで
す。 やがて多くの人、 その大半はアメリカ人で
したが、 彼の説を追試して広めて行った。 しか
し、 こんな単純な物質が、 どのような仕組みで
千差万別のいろいろなホルモンの仕事をするの
かが、 どうしても問題になりました。 そして、
それを解明したのが、 またしても先にも述べた
クレーブス先生でした。
サザーランド博士もまた、 この発見で1971年
のノーベル医学賞を受けられました。 その説に
よると、 ホルモンは細胞の中に入らないが、 細
胞は外側にいろいろな沢山のアンテナを張り巡
らせている。 そしてこのアンテナに電波である
ホルモンの刺激が来ると、 細胞の中で先ほど申
しました非常に簡単な物質であるサイクリック
AMPが出来る。 この物質がホルモンの働きを
する。 すなわち、 このサイクリックAMPとい
う物質の働きによって、 酵素が速やかに燐酸基
を結合し、 活性型となって、 グリコーゲンを分
解するというアドレナリンの作用の仕組みが解
明されたのです。 こうして同じ研究の流れから
三度もノーベル賞が生まれました。
3 ヨーロッパにおける研究の流れ
(1) ホーキン夫妻
冒頭にも触れましたように、 もう一つの研究
の流れは、 ヨ←ロッパのそれで、 これも半世紀
以上の歴史があります。 私共の研究もこの流れ
に乗っています。 ところで、 ホルモンの作用に
カルシウム ・イオンが不可欠であることは、 前
世紀から判っていました。 人類は海から上がっ
てきたという極端なことをいう人もいる位です
が、 実は、 血液やリンパ液の中のカルシウム ・
イオンの濃度は、 海水中のイオン濃度と非常に
似ています。 一方、 50兆にも及ぶ細胞中のカル
シウム ・イオン濃度は、 きわめて稀薄で100万
分の 1位です。 この細胞の中にほんの少しでも
カルシウム ・イオンが流れ込むことが、 細胞の
機能を活発にする一番の基本ですが、 このこと
は前世紀からイギリスの科学者達が築いてきた
生理学上の重要な概念です。 ところが先に述べ
たアメリカの研究のストーリーの中では、 どこ
にもカルシウム ・イオンは関与していない。 そ
のことが私にとっては非常に不思議だ、ったので
す。
生体には種々のホノレモンがあり、 サイクリッ
クAMPを介するホルモン(アドレ ナリンな
ど)と介さないホルモン(アセチルコリンな
ど)があり、 後者はカルシウム ・イオンがない
と働かないということが、 ヨーロッパの研究者
の問で知られていました。 ですから、 そこには
何か別の大きな仕組みがあるというのが、 ヨー
ロツパの人たちの考えであり、 私も同じことを
考えていました。
ところで、 この仕組みには細胞の膜が深く関
わっています。 細胞の膜は実は特殊の油の層か
ら出来ておりますが、 この特殊の油は水に溶け
易い頭の部分と、 水に溶けにくい胴体の部分か
ら成り立っています。 ところである種のホルモ
ンが細胞の表面に到達すると、 一部の油の頭が
たちまち切られて、 首なし胴体が細胞の膜に残
るという現象が起こりますが、 この現象を1953
年にホーキン夫妻が初めて観察したのです。
当時この二人は、 学位取得のため、 英国の
シェフィールドの大学で、 アセチルコリンが働
いたときに醇臓から消化液が出る仕組みを研究
していました。 彼らはこの発見で学位を得てイ
ギリスで就職しようとしたが、 就職先が無くて
カナダに渡り、 モントリオールのマックギル大
学で、 この現象の起こる原因について研究を続
けたのです。 しかしなかなか判らない。
(2) ミッシェル
判るときは意外なところから判るものです
が、 判らないときにはなかなか判らないのが科
学の常のように思います。 しかし理由や原因が
判らずとも、 ホーキン夫妻が発見した現象は、
間違いなく事実でありましたから、 イギリス、
ヨーロッパ、カナダ、オーストラ リアなどの非
常に多くの研究者の注目するところとなり、そ
れぞれのところで研究が伝承されていったので
す。 その結果、アセチルコリンだけではなく、
その他の多くのホルモンについて、同様に油の
首がスッ飛ぶ、という現象の起きることが明らか
になってきました。 しかしその理由は判らない
ままでした。
その時イギリスのミッシェルという人が、万
巻の論文を読んだ、上で次のような説を立てた。
すなわち、細胞膜の外はカルシウム ・ イオン濃
度が高く中は薄い、そして外から、カルシウ
ム ・ イオンが細胞の中に入ることが、細胞の働
きの引き金になるので、油の頭が切れる理由と
して、彼は、細胞膜に穴があいて外からカルシ
ウム ・ イオンが中へ流れ込むのだというので
す。 しかし証拠が無かったため、押し問答にな
りましたが、彼は1975年、仮説としてこれを出
版したのです。 以来、イギリスでは、この仮説
の真偽を巡って大変な議論が沸き上がっており
ました。
(3) ホーソンとドーソン
ところが当時の日本では、このイギリスの論
争に詳しい人は少なしむしろアメリカの研究
成果が流行になっていました。 私はカルシウム
のことが常に念頭にあったものですから、ある
きっかけから、アメリカ流の説とは別に、首な
し胴体が出来ると機能を発揮する酵素(いわゆ
るタンパク質燐酸化酵素C) が細胞の中に沢山
あり、その酵素とカルシウム ・ イオンとの協同
作業によって、細胞は消化液の分泌などいろい
ろな仕事をすることを見出しました。 すなわ
ち、私は次のような仮説を立てたのです。 外か
らホルモンが来る。 油の首がスッ飛ぶ。 胴体は
そのまま細胞膜の中に残る。 それが次の引き金
となって、細胞の中にもともと存在していたあ
る酵素を働かせて細胞の中の機能を調節する。
こういう仮説です。 しかしその段階では、あく
まで仮説に過ぎませんでした。 しかし、私は、
このことを英語で発表しました。 それがノッチ
ンガム大学の ホーソン教授の目に止まり、イギ
リスの学会に呼ばれた。 1981年のことでした。
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そこにはイギリス人だけでなく。 ヨーロツパ各
地からも100人ほどの一流の科学者たちが発表
を聞きに来て、 関心を持ってくれました。 私
は、まだ証拠が弱いのだと言うと、大勢の人が
助言をしてくれました。 油の研究は、イギリス
とオラ ンダが最も進んでいたのです。 その時教
わったことは、ドーソンというケンブリッジ大
学の先生からで、首なし胴体の足を短くしてゆ
くと石鹸の性質を帯びてくるから、細胞の中に
入るかもしれないということでした。 私は化学
の素養がないので自分で合成できない。 そこで
山之内製薬研究所の方に援助を求めて、合成し
て頂きました。 すると予想 通り、それは細胞の
中にもぐり込んで、直接に問題の酵素の活性を
出させ、分泌を起こさせるということが判った
のです。
4 ガン発生の仕組み
(1) 山極勝三郎
人との出会いは大切です。 丁度そのときに、
パリから 1通の手紙が来ました。 それは フラ ン
スの国立ガン研究所からのもので、一夏私の研
究室を訪ねたいというものでした。 承知した旨
の返事をしたら、カスターニャという 年配の フ
ラ ンス人女性がやって来ました。 丁度10年前の
ことです。 彼女の質問は「発ガンの促進物質を
知っているか」ということでした。
ところで、人工的にガンを最初に作ったの
は、日本の山極勝三郎先生です。 先生はドイツ
に留学していて、煙突掃除夫の皐丸表面のしわ
に煤が溜って、職業ガンが発生することを知
り、それをヒントに、東京大学に戻ってから、
兎の耳にコールタールを耳に傷がつくまで塗り
つけて、19日 年ガンを作ることに成功されまし
た。 先生はこの時の気持ちを「癌出来つ、意気
昂然と二歩三歩」という言葉で残されておりま
す。
(2) ベレンプラムとへッカー
しかしこの成果は、当時の日本では受け入れ
られず、研究発表の機会もあまり無かったと聞
いております。 したがって、先生の業績はあま
り知られませんでした。 先生は1915年に研究成
果をドイツの雑誌に発表されたのですが、直ち
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にその結果はロンドンの王立ガン病院のケナウ
ェイによって追試され、 このコーノレタールの中
の成分が何であるかが明らかにされました。 次
いで、 この研究はオックスフォード大学に引き
継がれたのです。 ところで、 コールタールは、
時間とともに乾いてしまうので、 山棋先生は、
コー/レタールを種油に溶かして兎の耳に塗られ
たといいます。 オックスフォード大学では、 い
ろいろな油を試した結果、 亜熱帯植物のクロト
ン(巴豆とも麻風ともいう)の木の実から採っ
たクロトン油を使うと一番効率よし また早く
ガンが出来ることを発見しました。
このf也判ったことは、 この際、 コールタール
から取り出した有効な物質を一度塗っただけで
はガンは出来ず、 またクロトン油だけでもガン
は出来ませんが、 コールタールから取り出した
物質を一度だけ塗って、 そのあとクロトン油を
何回か塗りつけると、 立派なガンが出来ること
が判明したのです。 また山極先生も気づいてお
られたように、 傷がつくまでコールタールを
塗ったこと、 つまり表皮が再生してくる状況を
造ったことがガンの発生を可能にしました。 し
たがって、 ガンの発生には、 最初のきっかけ
と、 それを促進するこつの段階から成り立つこ
とになります。 この非常に大事なガン発生の二
段階説という概念を、 1941年にオックスフォー
ド大学のベレンブラム 博士が提唱されました。
彼はクロトン油の中にガンを促進する物質が含
まれていると考えたのです。 それ以降、 半世紀
にわたり、 クロトン油の中に潜む物質とは何
か、 またガンの促進とは一体何を意味するか、
ということに世界が関心を持ちました。 そして
今から 3 0年ほど前に、 ハイデルベル グのガン研
究所で現在名誉所長をしているへツカーという
人が、 クロトン油の中に潜む曲者の構造を決定
したのです。
(3) カスターニャ
さて、 パリよりやって来た前述のフランス人
女性科学者が教えてくれたガンに関する総説の
中には、 この構造がはっきりと書かれていまし
た。 驚いたことに、 この曲者は、 足の短い首な
し胴体とそっくりの構造を内蔵しているばかり
か、 細胞に微量ふりかけるとホルモンの様々な
作用を再現し、 かつ、 その時にカルシウム を必
要とするというのです。 そこで私は、 ひょっと
したらこの二つの物質は似た作用をするのでは
ないかと思ったのですが、 実は、 それが的中し
ていたのです。 クロトン油の中の曲者は、 元来
は植物の中にあり、 動物に与えても代謝されな
いため、 一度与えると、 いつまでもそこに存在
しています。 ところが首なし胴体の方は、 ホル
モンが来たときにだけ出来て、 ホルモンが来な
いと消えてしまう。 したがって、 そこから判る
ことは、 ガン発生の促進というのは、 本来ホル
モンが来たときにだけ生じて、 来ないと消える
筈のものが、 ホルモンが来ないにもかかわら
ず、 常にホルモンが来た状態になっていること
を意味しています。 これが当たっていたよう
で、 フランスの女性研究者との出合いから、 こ
れを学び取ったといえましょう。
5 ベレッジとの出合い
私はこの事実を更に調べ上げた上で、 論文と
して発表したところ、 イギリスの学士院から話
に来るように、 と誘いが来ました。 英国学士院
の後、 私はケンブリッジ大学に立ち寄りまし
た。 ここは私の大好きな大学でありますが、 大
変な研究の歴史を持っています。 一例を挙げる
と、 キャベンディッシュという小さい物理の研
究室がありますが、 ここだけでノーベル物理学
賞を受けた人がなんと48人もいる。 原子から原
子力の発見まで、 殆どがここで行われていま
す。 この学問環境はまことに羨ましいものがあ
りますが、 この大学でめぐり逢ったベレッジ博
士は、 開口一番「お前は首なし胴体のことばか
りいうが、 首の方はどうなっているのか」と聞
きました。 言われてみるとその通り、 首なし胴
体の方だけで話をしていたようなものでした。
一方ベレッジ博士はというと、 蝿の唾液腺に外
からホルモンを与えると、 唾液が出てくるので
すが、 その実験を用いて、 長い間切れた首の方
の動きを見ていたのです。 ホルモンが来ると瞬
間的に油の首が飛ぶ。 首の方は、 実は燐酸基が
三つ結合しています。 しかしこの首の方の役割
は判らない。 ベレッジ博士は「この物質は多分
カルシウムと関係がある筈だが、外から与えて
も細胞の中へ入らないので証明が出来ない」と
いって、彼は悩んでいました。 私はそのまま日
本に帰りました。
すると半年ほどしたある日、彼から手紙が来
たので読んで驚きました。 彼は自分の考えを証
明するのに、細胞をただ蒸留水に 2、 3 度晒し
ただけでした。 すると、細胞の膜はすけすけに
なって、外から入れたものが中に入ってくるよ
うになります。 そこで切れた首を細胞の中に入
れることが出来る。 私共の関心が向いていな
かった切れた首の方は、こうして細胞の外では
なく、中にあるカルシウムの貯蔵庫に働いて、
そこからカルシウム ・ イオンを出してくること
を証明したのです。 5 分くらいの非常に簡単な
実験でした。 実験自体は憎たらしいくらい簡単
ですが、ここに到る研究の背景を見ると20年、
30年の歴史が存在しています。 彼の見出したこ
とは、切れた首は細胞の中からカルシウムを出
すこと。 われわれが見出したことは、首なし胴
体は膜に留まってある酵素の活性を出すこと。
両方が協調し合って初めて細胞はいろいろな仕
事をすることが明らかになりました。 こうして
ホルモン作用の仕組みの基本が出来たのです。
これらの研究が基礎となり、1980年代には、こ
の成果がいろいろな方向に爆発的に広がりまし
た。 例えば種々の内分泌臓器からいろいろな ホ
ルモンが分泌される場合、また、唾液や先に触
れた醇臓から消化液が分泌される働き、脳の働
き(脳もいろいろな細胞の連携プレーで働いて
いるので、 様々 な神 経 伝 達 物 質 が 働 い て い
る)、リンパ球の増殖、 ガン研究、炎症に関係
するいろいろな白血球の働き、心臓の働きな
ど、サイクリックAMPの関与しない、非常に
多くのホルモンや神経伝達物質の働きに際して
は、この仕組みがその基本骨格になっているこ
とが80年代に解明されてきたのです。 今では、
記憶現象との関わりも有力視されるようになり
ました。
6 先人の業績の継承
ながながと述べて参りましたが、科学の世界
では何らかの発見がある時、それがある日突然
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に生まれるということは絶対にあり得ません。
アメリカにハーバード大学とエール大学が創設
されてから確か350年余。 しかし、彼らが本当
に世界のサイエンスのコミュニティーに入るこ
とが出来たのはそれから200年経った後であり
ます。 パリ大学は、ノートル夕、ムに出来、後に
川沿いのソルボンヌに移りましたが、その教養
部には、ルイ ・ パスツールの銅像が、 ビクトル
・ ユーゴーの像とともに建っております。 パリ
大学は800 年、ハイデlレベルグは600年の歴史を
持っています。 それよりもっと古いのが、イタ
リアです。 ここには、イタリアで、最初に解剖
学を教えたボローニャやパドワ大学の講堂が保
存されています。 1495年のことです。 ここに
は、最初の解剖学の教授から始まる先生方の頭
蓋骨が展示されているのです。 ここで彼らは宗
教の迫害を避けながら勉強をした。 ミケラ ン
ジエロもコベルニクスも、ここで医学を勉強
し、実証の精神を学んだようです。 このよう
に、科学には命を賭けた歴史があり、先人の研
究を受け継ぐヒストリーが科学の根底にありま
す。
7 おわりに
わが国は東洋医学の歴史は古いのですが、い
わゆる西洋医学をオラ ン夕、から最初に学んだの
はよく知られています。 オラ ンダのラ イデン大
学の医学が長崎にきたそうです。 これは、ハー
ノてード大学よりちょっと古いがユトレヒト大学
より少し新しいかと思います。 『蘭学事始』の
本を私の父親が持っていました。 第二版です。
初版は手書きで 2冊しかないそうです。 1 冊は
写しで、 1 冊は焼けてしつまたらしいのです。
明治23年の第1 回医学会総会を記念して出版さ
れたもので、今からたかだか100年しかたって
いません。 私の申し上げたいことは、先ほどか
ら申していますように、学問には流れというも
のがあり、そして、伝承というものがありま
す。 大学には数百年の歴史があり、生命をかけ
た精神の対話があると思います。 一つのステッ
プには必ず前のステップがある。 従って、ワイ
ズベッカーの言葉ですが、「過去の流れあるい
は歴史を知らないものは、結局現在にも盲目で
島、 開学二十周年記念式典
あり、 その時々の流行に取りつくしかない。 ま
してや、 将来の展望はない。 」と強く言ってお
ります。
戦後50年、 そして戦前の50年、 今われわれは
大学のあり方について非常に大きな論議があ
り、 悩みがあります。 本来の学部教育、 歴史を
踏まえた学術の伝承が本 当に必要であろうと
思っています。
本 日は大変雑ぱくな話しになりました。 ま
た、 せん越なことを申しましたがご勘弁願いま
す。 貴学のこの20年の基礎は、 そう簡単に出来
るものではありません。 重ねて、 20周年をお祝
い申し上げますとともに今後のますますのご発
展を祈念いたします。 ご静聴ありがとうござい
ました。
